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ユーカラ劇、欧州旅行と川下りプロジェクト

千家盛雄

2024年９月25日、26日
聞き手：谷地田未緒、笹村律子（前半）
構成：谷地田未緒

──：今日はよろしくお願いします。ここはお店の二
階なんですね。

千家：「チヌカラクル」というのが店の名前で、それは
アイヌ語で北極星（を見る人）という意味なん
だ。100年、150年前に本州から北海道に来ると
きは、道路も飛行機もないから舟で来る。だか
ら北極星をみて方角を知ったんだ。これは萱野
茂さんに名付けてもらったんだ。

──：そうなんですね。今回はユーカラ座のお話をお
伺いしたくてお邪魔しました。

千家：ユーカラというのは、何万年も前から、命ある
者すべてにお世話になって、いまここに人間

「アイヌ」が生き抜いてきたということを物語
るんです。命あるすべてのものにお世話になっ
て、自分たち人間がいま生き抜いてきたんだと
いうことを忘れてはならない。そして自然界の
ことを、神々の世界といって感謝してきた。こ
れはアイヌ、つまり人間の物語なんだから、白
人だ黒人だといってるわけじゃない。あなた
だって、シャモ（和人）とかシシャモとかそう
いうことではない。人間だとしか言ってないん
だ。いま戦争だ何だといって世界ではいろんな
ことが起きているけど、そういうのはもう人間
なんて言わないんだ。

	 　ほらここに、「人権を守る心が平和を作る」と
書いてあるけど、これは国連憲章というもの
で、丹葉（節郎）のおじさんが書いておいて行っ
てくれた。まりも祭りも作った人だし、パリも
一緒に行った人なんです。そしてユネスコのこ
とや国連のことを釧路で初めてやったのが丹
葉節郎という人で、その人と山本多助という人
が、阿寒湖のまりも祭りを始めたんです。一人
一人の人権が守られて初めて世界の平和につな
がるというのが国連憲章なんだ。ユネスコ憲章
というのもある。ユネスコ憲章は何ていってい
るかというと、戦争は一人一人の心の中から生

まれるものであるから、一人一人の心の中に平
和の砦を築かなければならない、と。ユネスコ
は世界遺産（の一覧）を作るために作られた機
関じゃないんだぞ。戦争というものは、戦って
いる人たちだけが殺したり殺されたりしている
のでない、本当に困って苦労しているのは陰に
居る家族や子供たちなんだ、だから戦争という
のはやってはならないし、二度と戦争をしてほ
しくないというのがユネスコ憲章なんだ。

──：ユーカラ座はパリのユネスコ本部で公演されて
いますね。

千家： パリでは国連本部へ行って、北海道のアイヌは
どういうことを考えているかということを、丹
葉節郎さんや、いろいろな方と一緒に訴えた
んです。丹葉節郎という人は、釧路の公民館長
を17年やった人で、釧路育ちの教育者。戦時中
に東京で学校の先生をやっていたけれど、戦争
をしていると教育ということはさっぱりでき
ないんだと言っていた。時間を惜しんで勉強を
していた教え子たちが、全部戦争に取られてし
まった。戦争が終わったあともみんな亡くなっ
て帰ってこなかったそうです。それでもう教育
というものはしたくないと言って、辞めて釧路
に帰ってきたんです。それで釧路の公民館長を
17年やった。この間に、戦争というものだけは
やってはならないといって釧路でユネスコ協会
の活動を始め１）、それで鶴居村というところに
ユネスコ村というのを作り２）、そこに山本多助
の碑も作った。

	 　日本が戦争に負けた後、イギリスやフラン
ス、いろんなところから（阿寒湖アイヌコタン
に）人が来た。私はアイヌ部落３）で、「アイヌ文
化保存会」というものの事務局長をやってたん
です。四宅豊次郎が会長をして、自分はお金を
仕切ることをしていた。だからそういうお客さ
んが来たときにも迎え入れていた。ユーカラ座
を作った時、団長というか劇の一番ボスが床ヌ
ブリだった。いとこなんだ、私の。そしてその
下の事務局長というのが四宅豊次郎といって白
糠出身の頭のいい男の人。３人でアイヌのユー
カラというものを、どうしたらいいか相談した
のよ。

	 　第一回のユネスコの大会４）というのが札幌で
あった時に、丹葉節郎さんが阿寒のアイヌを連
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れていったんだ。その時、床ヌブリ、四宅豊次
郎と俺がいったんだ。その３人が行ったから、
ユネスコが何をしてるかも知って、何かやるん
ならやっぱりユーカラじゃないかと。

	 　それでユーカラというものを勉強するために
萱野茂さんのところにいって、ユーカラという
ものはどんなものだろうかと。ユーカラという
のは人類創生の話で、太陽神が一番上で、その
弟が雷神なんだ。その雷神が天から地球上を見
たらものすごく素晴らしい木が生えていて、炎
になって降りかかった。そこで炎が燃え上がっ
て、初めて地球上に火というものが起きて、その
火が消えたら真っ黒くなって木が燃えた淵から
草が生えた。それが地球に最初に生まれた火の
神の子供達で、そこから人間の祖先であるアイ
ヌラックルも生まれた。だからユーカラに出て
くる最高の神は太陽の女神で、イレシュサポ５）

という太陽神の７番目の妹がアイヌのユーカラ
に出てくる。だから世界中にあと兄妹が７人い
るんじゃないかと萱野さんがいったんだ。

──：最初は「コタンの森」というタイトルだったん
ですか？

千家：説明したら長くなるけど、アイヌでない札幌の
学者連中とかが、「コタンの森」っていうタイ
トルでアイヌのユーカラの劇みたいなのやっ
たわけよ。だけどアイヌから見たら、ただそこ
ら辺の踊りかなんかでやったもんだから、「何
が『コタンの森だ』」って、「どこのコタンのこ
と言ってるんだ」と、アイヌ文化を、人をバカ
にしたようなことをやって、何を考えているん
だっていう風に怒って。それ以前に既に知里幸
恵が東京に行って、金田一京助のところでユー
カラを本にしたから、みんなユーカラのことを
知った。阿寒でもアイヌでない学者のひとが来
て、四宅さんのばあちゃん（ヤエさん）のアイ
ヌのユーカラを聞いて本にして、儲けた奴もい
る。それで自分たちでユーカラ劇っていうのを
やることになったんだよ。それで床ヌブリと四
宅さんが俺に、「盛、なんとかなんねぇか」とい
うから、「歌とか録音とか、全部俺にいったら
録ってやる」って。それで３人で相談して、ユー
カラをやるんだったら、ただ勝手に阿寒湖だけ
でやったらまた北海道中のアイヌから文句くる
べと思って、北海道アイヌ協会というところに

行って、旭川、札幌、日高とかに「阿寒のアイヌ
が、阿寒のユーカラというものをやるけど、旭
川でも札幌でも、何かある時には必ず協力する
から」と言ってもらった。

	 　そのころアイヌの部落に来ていたバスのガイ
ドさんがいて、足寄とか弟子屈とかにいってい
る人なんだけど、その人が、「阿寒湖のアイヌの
ことについてお客さんに聞かれるけど何にもわ
かんない」って相談にきたんだ。「じゃああん
たたちは何しにコタンに来てるんだ」と聞いた
ら、「コタンにはトイレがあるから来てる」とい
う。それで、「アイヌコタンには色々あるけど、
阿寒の（アイヌの）歌とか踊りとかを見れない
ものかと思って」と。トイレだって高い金出し
てアイヌ部落で作ったのにタダで使ってるのか
と冗談言いながら、「阿寒まできたらアイヌの
踊りとか見ないと」ということでさ。

──：そういう話があって1970（昭和45）年の「アイヌ観
光センター」のオープンにつながるんですね。こ
こに常設される舞台で上演することを前提にユー
カラ劇を練習していたと新聞にありました６）。と
ころでユーカラ座では、千家さんのご担当は何
だったんですか？

千家：俺は音響効果と照明を担当してて、全部私が仕
切るわけよ。向こうの音出す役のひとに、「は
い、ここでこうするから、ここでこれやって」
と指示したらそこにいる人たちがやってくれる
んだ。私は音響効果が好きで、こういうもの（自
宅の壁にある大きな蓄音機型のスピーカーを指
して）つくってるもんだから。だから私が作っ
た音を流してんだ。アイヌ部落の女性たちを集
めて、ここからこうしてくれ、ここの歌はこう
してくれっていって、俺が録音したんだ。フッ
タレチュイからフックンから、ラックルのま
で。

──：ユーカラ劇には、ムックリの音が長い間響き渡
るシーンもありますね。

千家：それ（ムックリ演奏と録音）は私がやってるん
だよ。

──：千家さんは昔から音楽が好きだったんですか？
千家：もちろん。ムックリもいろんなものを自分で

作ってるから吹くこともできるんだ。録音する
機材もスピーカーも全部自分で拵えたもんだ。
マイクもいいのも持っていてさ。ここの部屋で
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俺がムックリやって豊岡（征則）がギター弾い
て、それで録音したやつをユーカラ劇で使った
りもしたのさ。

──：照明はどこで覚えたんですか？録音とか、写真
や映像を撮るのは、自分で機材を買っていろい
ろ試してみることができるけれど、照明は会場
に行かないとわからないからなかなか覚えるの
も大変ですよね。

千家：ユーカラ劇も、札幌、網走、旭川といろんなと
こでやったけどそういう時に、ステージってい
うものはどういう風にやるかっていうことを先
に全部打ち合わせやるわけよ。いまこれからこ
うやって踊りが出てくるから、その時には最初
に踊っている人たちを撮る時にはそのまま追っ
て、次に出てくる人を次の（二つ目の）カメラ
で撮らないと映像にならないんだとかね。アイ
ヌ部落（の観光センター）に照明の機材とか買
うときも、私が商売人を呼んで、このステージ
でひとりひとり出てくる時はあそこの入り口と
ここの入り口から出てくるから、両方に向けな
いといけないんだとか、ここは高いところから
明かり出してくれとか相談して。

	 　白鳥姫が出てきて踊るシーンでは、（その役
者さんに）「（客席の）ずっと後ろの高いところ
に、光が出てるところが見えるでしょ、あそこ
に私が居るんだよと、ちゃんとあんたを見て光
を出してるから、踊る時には、まず下の方のお
客さんを見て、そのあとは高いところの一番遠
くのお客さんの方もちゃんと見ないとダメだ
から。全体を見て、そして最後終わる時には、
私の居るところを見て、ちゃんと挨拶するんだ
よ、そうしたら私がちゃんと照らすから」って
言ったら、ちゃんといった通りやってくれたん
だよ。

──：白鳥姫の大事なシーンですね。
千家：そう、アイヌラックルって人間臭い神様、人間

の最初。そのラックルが「弓を持って後ろから
じっと、あんたが踊っているのを見てるから、
後ろから見られているということわかってて前
を見るんだよ」と。カンナカムイのシーンでは、
二人が出会ったところで真ん中の強い光をわっ
と明るくして、周りの灯りを暗くするんだ。そ
したらガラガラガラっていう雷の音を出して、
それで灯りをスーッと消していく。

──：雷の音はどうやって録ったんですか？
千家：NHK釧路の放送局にいって、そういう効果音

とかが全部あるから貸してくれっていって録音
したんだ。ムックリの録音はマイクのそばにい
たら音が大きすぎるから、少し離れて「ビヨン、
ビヨン」って。そしてリズムに乗ってきたらマ
イクを近づけたりして。そんなことやってる人
なんか当時いなかった。

──：ユーカラ座に出てくる、ユックカムイの面は瀧
口政満さんが制作されたと伺いました。

千家：瀧口くんは耳が聞こえなくて話もあまりできな
いから、山本多助のところで木彫りをやってた
とき、俺も床ヌブリとかも木彫りやってたんだ
けど、俺はずっと面倒見てたんだ。

──：本当にみんなで手作りで舞台を作ったんですね。
千家：そうだよ。だから面白いんだ。
──：いよいよパリに出発です。中身はできたけど、

渡航はきっといろいろと大変だったことでしょ
う。

千家：ユーカラ座のときは俺もだいぶ資金出したん
だ。あとは北海道中いろんなところから少しず
つ金を集めて、それで出発していく時に、札幌
の空港まで行ったら、「東京でのみんなのホテ
ル代、千家さん立替て払ってきてくれないか、
パリまで来たら払うから」と言われた。もとも
と余計にお金を持って出発したから、女房に
「何に使うんだ！」と怒られたんだけど、「向
こうに行って何かあって、病院に入るんだなん
だとなっても金がないと困るから」だと説明し
てたんだ。そうしたらそれを出発する前に使う
ことになった。それでパリまで行ったら行った
で、全部で20人以上もいるもんだから、荷物も
たくさんあって大変なんだけど、電車に乗ると
きにもお金（チップ）を渡して荷物を運んでも
らったり、そういうのも俺がやってたんだ。そ
ういうときに渡すためにタバコとかもわざわざ
持っていったし。フランスについたら、川を船
で昇っていくんだ。みんな乗せて。俺はその前
に行ってきてるからチップとかもわかっていた
し、皆を案内したんだ。

──：ユーカラ座の前にも行ったことがあるんです
ね。やっぱり一度ご自分で行った経験がなかっ
たら、なかなか他の人を連れて行くのは大変で
すよね。
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千家：行けない、行けない。連れてったってどうする
んだか自分がわからなかったら大変だ。床ヌブ
リも外国が好きだったので、（ユーカラ劇でパ
リに行く前に）２人でヨーロッパ８カ国を１ヶ
月かけて回ってきた。日本旅行の第一回の海
外ツアーっていうのに参加して７）。木彫り彫刻
家なんていうのは私と床ヌブリだけで、あとは
札幌とか旭川、函館の大学生とか、そういう人
ばっかり、20人近くいた。２人でヨーロッパを
ずっと回って勉強してきたんだ。だからそのあ
と、ユーカラというものをやる時に、「フランス
までいってやったら世界が認めるんだ」という
ことを２人で決めたんだ。

──：この旅行は、ユーカラ座でパリに行く、何年く
らい前ですか？

千家：10年くらい前でないか。
──：ユーカラ座もその前のヨーロッパ旅行も、海外

旅行が一般的でない時代に、いろいろと大変
だったことでしょう。

千家：旅行の方は資金は自分たちで稼いで払ったん
だ。運転手の給料が6000円くらいの時代に、（ツ
アーの料金が）45万円。私はその前、太平洋炭
鉱というところに３年働いていたんだ。その３
年間坑内にはいって危険なところで仕事して仕
事して、貯金して、30万円くらいもってた。そ
れで俺は英語もなんぼかわかるんだ。なぜかと
いうと炭鉱に３年入ったとき、中で使う機械が
全部ドイツの機械で、シャトルカーとかホイス
トとか、そういうのをいっぱい覚えて資格取ら
ないとその機械を使えないんだ。それで炭鉱に
入った時に、うちは貧乏で俺は小学校も行かな
かったんだけど、炭鉱も仕事してもらわなきゃ
ならないから資格取ってほしくて、わかりやす
く全部説明があるわけ。そこでいろんな勉強し
て10個以上の資格取ったらすごい給料高くな
るんだ。普通１日800円くらいの時に俺は1200
円ももらってたんだ。その中に怪我人の面倒み
る資格とかもあるんだ。足折ったらどうすると
か、血が出てたらタオルで止めてから病院に行
くんだとか。それで資格取って、坑内で働いて、
金貯めてヨーロッパに行った。一緒に行ってる
のは大学生とかで、俺や床さんはそいつらより
歳はなんぼか多いけど大学なんか行ってない。
そういう人たちがへんな英語喋ってる時に俺た

ちは「カフェオレ、ワン」とか、フランスだった
ら「サバ、サバ」って言ってたんだ。

	 それでその45万円には、東京まで行く分は入っ
てなくて、貯金だけでは足りないから、阿寒で
銀行で借りて（ツアー会社に）支払うお金はな
んとかしたけど、今度はいった先で使う金がな
いので、親戚にも借りて。ヨーロッパに１ヶ月
も行くんだっていうので、ここの商店街でも人
集めて、みんなでお祝いしてお金も集めてくれ
たけど、それでも足りない。

──：そこまでしてまで、どうしてヨーロッパに行き
たいと思ったんですか？ 

千家：なんでと言われたら、ヨーロッパって、イギリ
スでもフランスでも、アイヌのこと研究に（阿
寒に）来るわけよ。それにいろんなことやって
たから、ヨーロッパに行ってなにかしたいなあ
と思って。それで飛行機で２日くらいかかって
現地に着いて、フランスのセーヌ川を船で回っ
ていたら、アレクサンダー３世橋っていう、ロ
シアからフランスに贈られた橋に、アイヌの
ユーカラで出てくる太陽の女神とまったくおん
なじような太陽の女神の彫刻がついてるのさ。
私はカメラマンだから、そういうのも全部写真
に撮った。

──：どんなところに行ったんですか？ 
千家：有名なところは全部行った。ムーラン・ルージュ

とか、リド８）とか。（ステージの）女の人、みん
な裸みたいなもんで、20人くらいが音楽に合わ
せてばんばん踊るんだ。ふつうなら団体で入っ
ていくところに、俺たち個人で行ってるから、
どっか後ろの方の空いてる方に座らせようとす
るから、案内してる人にチップやったら、ずっ
と端っこに行ったのにぐるっと回ってきて一
番前に座れた。それで音楽入って、ちっちゃい
パンツの女の人たちが、バンバン踊るんだ。い
やぁ、一番前の席だとどこ見ていいかわかんな
いくらい。

──：オペラとかバレエとかそういうのも見たんです
か？

千家：バレエやなんかは時間かかるし、いろいろとう
るさいんだ。服装はどうとか、履くものがどう
とか、お昼はここで食べなきゃならないとか、
それがまた５千円も１万円もするようなところ
で。それで食べたらまた午後から見るとかいっ
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て、そんなことやってられないって。
──：なるほど。じゃあやっぱりキャバレーの方が気

楽ですね。踊りを見たのはそのくらいですか？
千家：ムーラン・ルージュとかリドとか、あとは向こ

うの王様とかが住んでた城の中に金払って入っ
て見たりとか。デンマークなんかは、北海道と
一緒だった。木彫りの家で、階段やなんかも、

「俺ら作れるよな」と床ヌブリと二人で話した
り、そこでカムイノミしたら、一緒に行ってる
20人くらいがそれをみんな見るわけよ。外国で
運転できる車の免許もとって。北海道では大型
二種（免許を）もってるんだけど、外国でも運
転できるようにと思って自動車学校行って。ど
こだったかな、車借りて運転した。車の扱いは
いいんだけど、道が左右逆なんだから、やっぱ
り乗れないね。あとは大学で木彫りやってる人
たちのところにも行った。大学行ってる間、４
年かけて１つのイエス・キリストの像を作るん
だって。通訳つけてくれて話したら「お宅さん
たちも彫刻家でしょ。お宅さんたちだったらど
のくらいでこれ作れますか？」と聞かれて、丸
太から掘り出しても、10日くらいあればできる
んでないか、丁寧に作っても１ヶ月はかからな
いんじゃないべかと言ったら、びっくりして、

「10日？！」と。それでまな板とか、そういうも
のも彫刻されてるものがあったんだけど、「こ
んなもんだったら１日で100枚くらいつくって
やる」と。

	 　私たちがイギリスとかフランスとかいってい
ろいろ勉強してきたから、ユーカラ劇も、みん
なを連れて行けたんだ。ユーカラ座ではパリの
あと、台湾、香港、沖縄にも行っている。台湾は
台北でアイヌの舞台をやって９）。日本人って何
にも手前の国のこと知らないで、外国に来てみ
て初めて日本の良さというものがわかるんだと
いうことも勉強させてもらった。

──：帰ってきた後、手作りの丸木舟で川を下るとい
う壮大なプロジェクトをやってらっしゃいます
ね。

千家：私がアイヌ文化の勉強をするために、豊岡征則
というのと二人で屈斜路湖で丸木を倒して丸
木舟を作って、屈斜路湖から釧路まで川を下る
かということになったんだ。そのとき、木を倒
すならカムイノミから勉強しなければならない

となって、萱野茂さんに教えてもらいにいった
んだ。それに札幌テレビがそれを映すからとい
うのもあって10）、萱野さんもテレビでそんなこ
とをやっている奴らはいないから、よし行って
やってやると言ってくれた。テレビ局から予算
も出ているから、萱野さんのお礼や泊まるとこ
ろも手配するからといって車でお迎えにいっ
た。木を倒す前には「木の神様から丸木舟の神
様に変わってください」と、今自分たちはこう
いうことをしてお願いしますと言って、木を
切った。あとは残っている切り株に、「上はいた
だきましたけれど、根だけは残すから、ここに
自分たちの子孫を残すために生き抜いてもらえ
ませんか」、とお祈りをするんだ。それを全部
萱野さんに教わった。それで１年かけて準備し
て、丸木舟を彫って、川を下って、魚とって、映
像撮って、５日くらいで川を下ったんだ。それ
で、屈斜路湖から川を下ってきて、最後、釧路
で幣舞橋の下を通ったとき、橋にある乙女の彫
刻11）の下を通ったのが感動的で。その様子を写
したテレビで使った音楽も俺と豊岡で録音して
作ったんだ。

──：東京にも結構頻繁に行っていたんですか？
千家：行ってた、行ってた。私なんて東京だけでなく

九州や四国まで車で10回くらい行った。ユーカ
ラ座でアイヌラックルをやってたやつは、美輪
明宏が東京の銀座７丁目で「銀巴里」っていう
喫茶店で歌を歌ってた時、気に入られて時々
行ってたんだ。いい男でさ。東京の作曲家とか
に呼ばれて歌の勉強もしてたんだ。その人が東
京によく行っていたから、私も行って。銀座７
丁目では、北海道でラーメンを60円で食える時
に、コーヒー１杯400円だった。そいつと一緒に
３人か４人で東京行って高いコーヒー飲んでい
たら、美輪明宏が出てきてそいつに向かって手
を振るんだ。終わった後も、なんでも好きなも
の食べてくださいって。

──：これはパリに行く前ですか？後ですか？
千家：たぶん前だなぁ。俺は東京のこととか、パリに

行く時には知っていて行ったから。マンガ家の
赤塚不二夫さんも阿寒によくきたから12）、東京
に行ったらホテルに泊まんないで、赤塚不二夫
のところに泊まってたの。こっちに来るときに
は釧路空港まで迎えに行って阿寒湖まで連れて
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きて、摩周湖、屈斜路湖、知床、羅臼、網走、稚
内のほうもずっと北海道中回って赤塚さんと
勉強して。テレビ局が赤塚さんに、北海道行っ
たら写真や映像とってきてちょうだいって、出
たばっかりの新しい機材を貸してくれて来たん
だ。それをもってきて、「盛さん、このカメラあ
んたが上手いから撮ってくれ」といってよこし
た。それもって網走では網走刑務所行って、赤
塚さんが囚人用の風呂に入ったふりをするのを
撮ったり、オンネトーの温泉で撮影したりして
たんだ。それで赤塚さんと半月くらい回って歩
いて、帰る時になって、カメラから三脚から全
部あんたにやると言って置いて行ってくれた。

──：屈斜路のジャズフェスティバル13）があった頃の
話ですか？

千家：それ（フェスティバル）を考えたのが赤塚さん
で、一緒にやったのが豊岡と私。そこで九州や
らいろんなところから来た音楽家が演奏すると
ころに、私はムックリで出たんだ。最初阿寒で
やるかといっていたんだけど弟子屈にした。こ
れ（音楽祭）も、ムックリも川下りも、みんなお
んなじようなもんだ。赤塚さんと一緒にやった
映像とかそういうのがあったために、（音楽祭
もパリ公演も）なんとも（特別なことだと）思わ
ない。普通にやってるんだ。	

──：千家さん、楽しそうですね。パリに行ったり、
赤塚さんと北海道中回ったり、ジャズフェス
ティバルやったり。

千家：そりゃたのしいさ。東京オリンピック（1964）
にも行ってアベベ（選手）と一緒に走ったんだ。
新宿の橋の上で。韓国のオリンピック（1988）
も見に行った。ここ（阿寒）では家族とか雇っ
た店員が木彫りを売ってたから、俺が出て歩い
ててもどんどん売れていくんだ。

──：最初にヨーロッパに行った時は、炭鉱で働いた
お金を貯金して、必死でお金集めてという感じ
だったのに！ 最後に、ユーカラ座の台本の元
となったユーカラは、山本多助さんが書き起こ
したと伺いました。

千家：私は春採の生まれで、すぐそばに多助さんがい
た。そして息子たちもその時から仲が良かっ
た。うちの親父は釧路の千代の裏で漁師の先導
をやっていて、近所の子供達に魚を持っていっ
てやっていた。シャケとかは釧路で売るけど、

ニシンだのさんまだの残ったのをあげてやって
た。だから船が戻ってくる頃になったら子供達
がみんな船を待って海岸にいた。だから山本多
助さんも私のことを可愛がってくれた。それで
アイヌ文化のいろんなことを教えてくれたから
みんなに尊敬されていたんだ。

──：山本多助さんもパリ公演に行っていますね。冒
頭に登場して、ユーカラを炉縁で語るシーンが
ありましたが、舞台では実際に喋っているんで
すか？

千家：声を出して言ってはいるけど、最初やる時に録
音したやつも流してる。口パクだったらバレる
んだ。だからちゃんと（言葉を舞台で）言うん
だ。それでこの人は代わりがきかない。この人
がいないからっておんなじようなことを他の人
はできないんだ。

──：ユーカラ劇の映像を拝見したら、多助さんたち
は、人形浄瑠璃の太夫みたいに舞台袖に台が
あってそこに座っていましたね。

千家：ヌサの前にね。このヌサもイナウも全部私らで
作ったんだ。（パリ公演で）劇が終わったとき、
私は音響効果・照明のところにいるから、一番
見えるところにいた。ピリカピリカの歌とか、
雷の音とか、ここだと向こうの技術者に行って
音を出してもらうんだ。最後、（公演が）全部終
わった後、10分くらい、ものっすごい拍手が続
いて。もう片付けるかなと思っていたくらいだ
けど、どうにもならなくて、「あっこれは録音し
なきゃ」と思って、鳴らしていたほうのテープ
を外して、違うテープをばんっと入れて、拍手
の音を録音したんだ。その録音だけでも５分く
らい入ってた。終わって、記者団が20人くらい
来て囲まれて、もう片付けなきゃなんないのに
何しに来たのかと思ったら、「さっきの歌（ピリ
カの歌）、アイヌの人の音楽ですか？」と。「ユー
カラ劇っていうアイヌのことをやってるんだか
ら、アイヌの音楽だ」といったら、「違うでしょ
う、あれとおんなじ音楽が南フランスの少数民
族の曲であるんです。おんなじですよ！」と言
われて。私はアイヌの音楽だと思ってやってた
けど、世界っていうのは繋がってるから、だか
ら南フランスでもどこでも、そこで音楽があっ
たら、それが北海道に来たかもしれない。音楽
は世界をめぐるから・・・そうだあんたの携帯
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で美空ひばりの「まりも哀歌」14）っていうの流
せるかい。これピリカメノコって（歌詞にあっ
て）アイヌのこと歌うもんだから、昔はレコー
ドにできなかったんだ。俺はこれが好きで。流
せるか。もうちょっと大きい音で。よし、ちゃ
んと聞けよ。これレコードになってないんだか
らな。

（「まりも哀歌」を二人でじっと聴く。了）

注

１）	 北海道ユネスコ連絡協議会ウェブサイトによると、釧路ユネスコ協会
は1950（昭和25）年設立、札幌、小樽についで３か所目。（https://www.
unesco.or.jp/hokkaido/list.html）

２）	鶴居村ウェブサイト「鶴居村の歴史」によると、ユネスコ村は1964（昭和39）
年に「設置現地視察」が行われ、昭和53（1978）年に開設したとある。https://
www.vill.tsurui.lg.jp/soshikikarasagasu/somuka/somukakari/5/718.
html

３）	 千家さんは「阿寒湖アイヌコタン」のことを「アイヌ部落」と言われて
いたので、そのまま表記する。

４）	 1967年の「北海道ユネスコ大会」か。（北海道ユネスコ連絡協議会
https://www.unesco.or.jp/hokkaido/activities.html）

５）	 本稿のアイヌ語表記は、ユーカラ劇の台本に記載されているものに準
じた。

６）	 北海道新聞（1970（昭和45）年２月26日）「ユーカラ劇も上演＜アイヌ
観光センター＞阿寒湖畔に５月オープン」：記事には「アイヌ部落の人
たちが資金を出しあい、会社を設立し、自分たちで運営するセンター。

（略）チセが小さいため団体観光客ははいり切れず、素通りしてしまう
人たちが多い。この悩みを解消しようと計画された（略）一階では民芸
品の製作実演と販売、二階大広間で食事を出し、舞台でアイヌ踊りを
上演する。」とあり、ユーカラ座の稽古が進んでいることについても記
載がある。

７）	 1964年に海外旅行が自由化され、1965年５月には日本航空のパリ線が
開通。同年、国内企業では初めてのパッケージ旅行として販売された

「ジャルパック」を利用して2000人以上が欧州やハワイを訪れた（日本
航空（2014）、「まだ見知らぬ空へ」『会員誌　アゴラ』（2014年１月・２
月号：262））。

８）	 1946年にシャンゼリゼ通りに開業した伝説的なキャバレー。2022年に
キャバレーとしての営業を終了した。（産経新聞2022年５月13日「伝説
のキャバレー終業へ　パリのリド、劇場に」）

９）	 保存会の年表によると台湾公演は1986年。
10）	 この様子は、「驚異の世界『タイムトンネルをくぐる!!　丸木舟159キロ

の大冒険』」と題した番組に記録されている。同番組は1980年にテレビ
技術賞を受賞しているので、プロジェクトは1979年か。（一般社団法
人日本テレビ技術協会https://mpte.jp/outline/kennsyou/technology.
html）

11）	 市民運動の末、４体の乙女の像が1977年に設置されたばかりであった。
萩本和之「探訪北の風景21　４体の乙女・道東の四季像　市民運動が
結実した幣舞橋　釧路市」『北海道自治研究 2015年12月（No.563）』北
海道地方自治研究所。

12）	 赤塚不二夫のウェブサイトにある日記によると、阿寒湖に通い始め
たのは1970年代のよう。（赤塚不二夫公認サイト「これでいいのだ!!」
https://www.koredeiinoda.net/nikki/2001-11/20011114.html）

13）	 1983年と1984年に開催された「カムイト゚ラノ屈斜路湖ジャズフェス
ティバル」のこと。

14）	 1963（昭和38）年収録、1990年に未発売曲集として発表された。
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